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第 2 章　日本の政府開発援助の具体的取組 ／ 第 1 節 課題別の取組

　アフリカ東部に位置するケニアは、保健分野において、多くの開発パートナーの協力を得ながら様々な努力を行って、健康
指標の着実な向上が見られていました。しかし、1990年代半ば以降、HIV/エイズの蔓

まん

延
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や経済格差の拡大等により、ケニア
では乳児死亡率（1歳未満）､5歳未満児死亡率および妊産婦死亡率などの健康指標が悪化していきました。その原因として
は、地域住民が保健医療サービスを受けにくい状況が考えられます。事態を重く見たケニア政府は保健行政の地方分権化を
促進して、保健医療サービスの「質」と「量」の向上を図ることを決定しました。そして、各地域の保健行政官のマネージメント能
力を中心とする組織強化が課題の一つとなりました。
　このような状況を受けて、日本は、2005年から2008年にケニアに対する技術協力「西部地域保健医療サービス向上プロ
ジェクト」を実施しました。その実績と経験を踏まえ、2009年から2013年には､保健分野の重要指標が西部地域の中でも、特
に劣悪な数値を示していたニャンザ州において、技術協力「ニャンザ州保健マネージメント強化プロジェクト」を実施しました。
　このプロジェクトでは、ニャンザ州の保健行政官の能力強化のため､長期専門家を5名、短期専門家を1名派遣しました。そ
して、現地の大学や研修機関とコンソーシアム（共同事業体）を構築し、保健システムマネージメント研修の開発・実施として、
マネージメント研修方法の開発、教材開発、ハンドブックなどのマネージメント用ツールの作成などを行いました。また、保健推
進ハンドブックの作成、パイロット県（研修を試験的に実施した県）の保健推進活動への支援、コミュニティ保健人材への研修
なども実施し､保健サービスの向上に努めました。たとえば、足の裏に寄生す
る砂ノミ防止のために子どもが靴を履くように住民啓発活動を行いました。
こうして保健サービスを提供する側と受ける側の双方の支援を行った結果、
基礎保健サービス提供率※1はニャンザ州全体で平均28％増加するなど
（ニャンザ州のモデル県であるシアヤ県とキスム・ウェスト県ではそれぞれ
51％、58％の増加）、大幅に改善しました。

※1　	地域住民に直接基礎的な保健医療サービスを提供できる割合（産前検診、施設分娩、麻疹予防接種、
家族計画利用率等のサービス利用率）。 住民を対象としたコミュニティ保健集会の様子

（写真：JICAプロジェクトチーム）

ニャンザ州保健マネージメント強化プロジェクト
技術協力プロジェクト（2009年7月～2013年6月）ケニア

　セネガルは深刻な貧困問題を抱えており、ミレニアム開発目標（MDGs）の達成と貧困層への支援が重要視されていま
す。特に、セネガル東南部に位置し、国土の約3分の1を占めるタンバクンダ州およびケドゥグ州は、貧困率が高く、主要な保
健指標※1も良くありません。
　日本とセネガルの両政府はタンバクンダ州とケドゥグ州を保健分野での協力の重点地域とし、2007年から無償資金協力や
専門家派遣などを通じて、支援しています。こうした活動に加え、さらに両州の限られた資金・人材を効率的に活用して保健サー
ビスを持続的に向上させるため、2011年に医療施設の効果的・効率的な運営を目指すこのプロジェクトが開始されました。
　プロジェクトでは、両州の州医務局などにおける「年間活動計画（PTA）※2」とその運用ガイドラインを策定するとともに、関連
する研修を行いました。2012年8月から10月までの2か月間に両州の州医務局、州公共機関、10か所の保健区のマネジメント
チームメンバー全員（81名）がPTA運用ガイドラインを用いた研修を受講しました。全国レベルでも同ガイドラインの普及が進
んでいます。
　また、州医務局などにおける人材や医療機器などの管理能力の強化のために、整理、整頓、清掃、清潔、躾

しつけ

の頭文字をとった
「5S」活動を実践し、人材、医薬品、保健情報に関する「リソース管理ツール
活用ガイド」の作成も行いました。これにより必要な物品を探すのにかかる
時間が短縮され、業務の効率性が上がっています。
　PTA運用ガイドラインやリソース管理に関する研修、5S活動は、新しいス
タッフに対しても研修を受講したスタッフが日本人に代わって教えることで
継続できるようになっており、今後も両州で自立的に活動が継続され、また、
他州への普及に向けて、プロジェクトの成果が両州の内外で広報されること
が期待されます。

※1　1歳未満死亡率、5歳未満死亡率，妊産婦死亡率など。
※2　PTA：Plan	de	Travail	Annuel（フランス語）。

タンバクンダ州及びケドゥグ州保健システムマネジメント強化プロジェクト
技術協力プロジェクト（2011年3月～2014年2月）セネガル

診療所の年間計画策定のための演習風景。看護師がマネジ
メント強化研修のグループワークで意見交換している
（写真：JICA）
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